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めることにより,花成 ･抽台を促進することを認めた｡これまで,ダイコンの花成 ･抽台における低温 ･
長日とジベレリンとの関係は不明であったが,本研究の結果からその概要が明らかとなった｡
4.低い内生ジベレリン濃度は,花成誘起を遅延させるが,花芽の発達は遅延させないことから,この
花成誘起の遅延は,長日誘導もしくは花成誘起が直接抑制されるためであることを指摘し,花成誘起にお
ける内生ジベレリンの重要性を明らかにした｡
5.冬播き及び春播きダイコンについて圃場で,ジベレリン生合成阻害剤を花成誘起以前に処理し,不
時抽台を遅延できることを明らかにし,内生ジベレリン濃度の制御による花成 ･抽台防止技術の開発の可
能性を提示した｡
以上のように本論文は,ダイコンの花成 ･抽台とジベレリンとのかかわりについて新知見を加えるとと
もに,ダイコンの新しい作型の開発の可能性を示したものであり,読菜園芸学,植物生殖生理学並びに読
菜栽培の実際面に寄与するところが大きい｡
よって,本論文は博士 (農学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,平成9年1月23日,論文並びにそれに関連した分野にわたり試問した結果,博士 (農学)の学位
を授与される学力が十分あるものと認めた｡
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